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Ensemble Phoenix Basel Soloists 

～スイスと日本の新しい音楽 
 

■アンサンブル・フェニックス・バーゼル / Ensemble Phoenix Basel   www.ensemble-phoenix.ch 

1998 年の設立以来、バートウィスルのオペラ《パンチ＆ジュディ》、カーゲルの《マーレ・ノストルム》、マルターラー監督による《月

に憑かれたピエロ》などの注目すべき公演、WERGO のミューラー＝ジーメンス作品集をはじめとする CD 録音に携わってきた。33 名

に及ぶメンバーはそれぞれ現代音楽のスペシャリストであり、スイスを代表する現代音楽アンサンブルとして、バーゼルでの定期

演奏会の他、スイス国内各地はもとより、ヨーロッパ諸国、中東、アジアなどの現代音楽フェスティヴァルに多数出演している。  
 

□クリストフ・ベッシュ / Christoph Boesch  [flute]  

ドイツのテュービンゲンに生まれ、その後スイスに移住する。スイス、バーゼル音楽大学にてフェーリックス・マンツに師事。同

大学院に進みオーケストラおよびコンサートディプロムを取得。1994 年からバーゼルのシンフォニー、ラジオオーケストラおよび

チューリッヒの室内オーケストラで活動。その間、ウィリアム・べネット、ロバート・ウィン各氏のマスターコースに参加。オー

レル・ニコレ氏について研鑽をつむ。アンサンブル・フェニックス・バーゼルの主席フルート奏者。室内楽の分野ではヨーロピア

ン・ソロイスツでのヨーロッパおよび日本公演、アンサンブル・カルターナと南アメリカでの演奏会およびマスターコース、フェ

ーブス・クインテット、カメラータ・ヴィヴァルディにはソリストとして参加。アンサンブル・フェニックスのメンバーでもある

ダニエル・ブェスとのデュオ B＆Bでのヨーロッパ各地、オーストラリア、モンゴル、中国、日本での演奏活動。ニューヨークの現

代音楽アンサンブル、トランジット・サークルのメンバー。現在行っているプロジェクトの一つとして DEZA(発展途上国でのプロ

ジェクトを経済的に援助するスイスの公共機関)とモンゴル、ウランバートルで演奏家養成のマスターコースを定期的に行っている。  
 

□ダニエル・ブェス / Daniel Buess  [Percussion]  

スイス、バーゼル音楽院にてジークフリート・シュミット氏に師事、その後ドイツ、カールスルーエ音楽大学にて中村功氏に師事。

mridangam に興味を持ち 1995 年から 98 年の間、南インドの打楽器音楽について学ぶ。2007 年秋に 3ヶ月間スイスの芸術機関「プ

ロ・ヘルヴェチア」の援助でカイロに滞在、アラブの打楽器音楽について研鑽を積む。アンサンブル・フェニックス・バーゼルの創立者の

１人でありパーカッションソロを勤めている。同アンサンブルメンバーでもあるダニエル・ブェスとのデュオ「B＆B」でのヨーロ

ッパ各地、オーストラリア、モンゴル、中国、日本での演奏活動。作曲家アレックス・ブェスとのデュオ「CORTEX」、打楽器デュオ「HOW2」、

チューリッヒの現代音楽アンサンブル「Katarakt」等のグループ、及び Zbigniew Karkowski、Kaspart T.Toeplitz、Iancu Dumitrescu 

等のミュージシャンとヨーロッパ全域、アジア、オーストラリアツアーを行う。ハプニング的なパフォーマンス、ミュージックシ

アター及び自身の創作する打楽器（電子音楽）での演奏およびワークショップなども積極的に行っている。多数の CD 録音にも参加。 
 

□榊原敏子 / Toshiko Sakakibara   [Clarinet] 

茨城県生まれ。東京音楽大学卒業後、桐朊学園研究科に進む。大森勇、磯部周平、北爪利世、鈴木良明各氏に師事。カール・ライ

スター氏の勧めでベルリンに渡る。その後スイス、チューリッヒにてエルマー・シュミット氏のもとでコンサートディプロマを最高点で

取得。チューリッヒ在学時よりハインツ・ホリガー氏の木管アンサンブルに参加、スイス、オーストリアなどでの演奏会および音

楽祭に招待される。チューリッヒ・チェンバーオーケストラに 10 年間在籍。マスタークラスをブラジルにて行う。現在は主に 1998 年に新

しく結成された現代音楽のアンサンブル Ensemble Phoenix Basel や、ピアニスト アンドラーシュ・シフ氏のもと室内楽やオー

ケストラのプロジェクトに参加している。ラドヴァン・ヴラトコヴィッチ氏等とのピアノ５重奏等の室内楽のプロジェクトも進行中。 
 

■有馬純寿 / Sumihisa Arima  [electronics] 

1965 年生まれ。エレクトロニクスやコンピュータを用いた音響表現を中心に、現代音楽、即興演奏などジャンルを横断する活動を

展開。また室内アンサンブルのメンバーやソリストとして、これまでにケージ、ライヒ、ファーニホウ、ジャン＝クロード・リセ、

リュック・フェラーリ、湯浅譲二、望月京など多く作曲家の電子音響を伴う作品の音響技術や演奏で高い評価を得ている。2009 年

は日本の初期の電子音楽作品を集めたコンサートや、篠崎史子、大石将紀との器楽と電子音響による作品展などを手がける。現在、

帝塚山学院大学人間科学部准教授。 



＜プログラム＞ 
 

■Thomas Kessler / No more good water blues (2007)* 

■Junghae Lee / Dual Komplex (2009) 

■山根明季子 / 棘棘カメリア (2009) 

■山本裕之 / 木管三重奏曲 (2009) 
 

 

■稲森安太己 / ノイエ・ターフェルムジーク (2009) 

■日野原秀彦 / 鵼・螺旋群翔 (2009) 

■Alex Buess / KHAT (2003)* 
 

出演：Ensemble Phoenix Basel（クリストフ・ベッシュ fl、ダニエル・ブェス perc、榊原敏子 cl） 

*＝音響：有馬純寿 

 

========================＜曲目解説＞======================== 
 

■Thomas Kessler / No more good water blues (2007) 
 

この作品は、アメリカのブルース歌手、Jaybird Coleman（1896～1950 年）の「No more good water blues」による。 

私はこのブルースを、ジェームス・テニーが「Three Indigenous Songs」において編作したことを通じて知り、その

音楽性に驚かされた。2 つの MSP パッチを通じて行われるライヴ・エレクトロニクスによって、フルートと打楽器によ

るダイナミックな表現と、Jaybird Coleman によるものが変調され、合わさる。 
 

Well there's no more good water / because the pond is dry. 

I walked down to the river / then turned around and 'round. 

Just get fishin' in the water / and my blues is down. 

Got a head full o' fool 'shness / my baby got a ramblin' mind. 

Hey pretty mama / tell me what have you done. 
 

□Thomas Kessler                                 www.kessler-thomas.com 
 

1937 年チューリッヒに生まれる。ドイツ語とロマンシュ語の言語学をチューリッヒとパリの大学で学んだ後、ベルリンで作曲を学

び、ハインツ・フリードリヒ・ハルティヒ、エルンスト・ペッピング、ボリス・ブラッハーと共に 1965 年に電子音楽スタジオを設

立した。次の数年間、ベルリンの Electronic Beat Studio のディレクターと、ナンシーの Centre Universitaire International de 

Formation et de Recherche Dramatiques の音楽監督を務める。1973 年から 2000 年までバーゼル音楽院で作曲と理論を教えて、電

子音楽スタジオを創設。ジェラード・ツィンスタッグと共にチューリッヒの現代音楽祭を開催、また、ウォルフガング・ハイニガ

ーと共にバーゼルのライブ・エレクトロニック音楽祭「ECHT!ZEIT」を開催。これまでに多くの室内楽、管弦楽、そしてライヴ・エ

レクトロニクス作品を発表、演奏家とエレクトロニクスによる相互作用に常に関心を寄せている。 
 

 

■Junghae Lee / Dual Komplex (2009) 
 

 この作品は、日本の古い歌集、万葉集の詩をめぐる日本と韓国の解釈の違いをテーマにした作品である。万葉集は、

日本の 7 世紀から 8世紀にかけて人々に詠まれた歌を集大成した詩集である。韓国の郷歌（ヒャンガ）が郷札（ヒャ

ンチャル）で記されたように、万葉集も「万葉仮名」と呼ばれる独特の方式で表記された。万葉仮名も、郷札（ヒャ

ンチャル）と同じように、漢字の音と訓の両方を使って日本語を表記した。これは、後世の人々にとって、詩の解釈

において論争の余地を残した。万葉集は、韓国の郷歌（ヒャンガ）よりその量が膨大で、その解釈においても論争の

余地が多い。興味深いことは、これまで日本で解釈できなかった多くの部分を、韓国の方言や古代の言葉を基に、独

特の観点から解釈した韓国人学者がいるという事実である。 

 私は、一つの原本に対して、相反する二つの解釈がなされたことに強い関心を持ち、これを作曲の一つの方式とし

て活用し、作品の構想に試みた。この曲で私は、日本の学者の定説的な解釈と韓国の在野の学者による実験的な解釈

を、それぞれ一連のリズム構造に変換させ、これらを二つの旋律楽器―フルートとクラリネットに与え、それと同時

に、音楽的な内容として変容させた。このように、フルートとクラリネットに表現される二つの相反する立場は、打

楽器により、牽制、調整、寛容され、一つの全体を構成する。この作品は、スイスのグループ‘B＆B’とクラリネッ

ト奏者 榊原敏子さんの日本・韓国ツアーのために依頼された作品である。 
 

□Junghae Lee        サイト＝ www.neuemusik.ch/lee/  YouTube＝ www.youtube.com/user/lectr00 
 

Junghae Lee は 1964 年に東京に生まれた韓国人である。ソウル国立大学にて白秉東に師事した後、尹伊桑と武満徹のマスタークラ

スを受講。1991 年にバーゼルに移住、電子音楽とチェンバロをバーゼル音楽院にて学ぶ。その作品は、ISCM 世界音楽の日々、国際

コンピュータ音楽コンファレンス、ガウデアムス音楽週間、Bourges の「Synthese」、アジア作曲家連盟音楽祭、ソウルの「パン・

ミュージック・フェスティヴァル」等、様々な演奏会、現代音楽祭で演奏されている。 

http://www.neuemusik.ch/lee/
http://www.youtube.com/user/lectr00


 

■山根明季子 / 棘棘カメリア (2009)                       
 

棘は堅くて先がとがっていて触れると痛みを感ずるもの / 針状の突起物 / または比喩的に人の心を刺すような感じ

のもの / 棘棘＝TOGETOGE（音相の魅力） / カメリア、椿 / 椿姫 / 例えば漫画家桜沢エリカさんの作品における援

助交際で手に入れた大人の女性のメタファーとしてのCHANEL のカメリア / アクセサリーモチーフ etc・・・ 
 

私は「音を視る」ことをコンセプトに音楽を書いています。音という現象は実際目に見えないのですが、言わば空間

インスタレーションを体験するかのように、「音」そのものの輪郭を辿って、聴き手自身の感覚の内で形や色、質感を

すぐそばに感じ取って頂けるようなものを目指して音を描きます。 

この作品では、棘と椿のようなもの―写実ではなく抽象、デフォルメした形で描き出すそれを淡々と並べています。

縁取りや色がひとつひとつ微妙に異なる表情をしているその造形を、これらをまたひとつひとつ見つめていくような

曲の構成になっていて、クレヨンのような素材で描かれた輪郭が滲んでぼやけていくように、未熟さや甘酸っぱさと

いったものが込められています。 
 

□山根明季子                                 www.komp.jp/akiko_top.html 
 

1982 年大阪生まれ。京都市立芸術大学卒業、同大学院修了。ブレーメン芸術大学派遣留学。日本音楽コンクール第 1位および増沢

賞、芥川作曲賞ノミネートなど。これまでに Just Composed in Yokohama 2008、読売日本交響楽団等からの委嘱、能楽師青木涼子

とのコラボレーション等の他、国内外で作品が演奏される。若手作曲家集団「秘密結社」副会長、アンサンブル「COTO-PRESENT」

メンバー、コンサートシリーズ「eX.（エクスドット）」主宰。2009 年「ベルク年報」にて自作論「音を視る」を発表。造形をかた

ち作るという視点から音楽作品を描いている。 
 

 

■山本裕之 / 木管三重奏曲 (2009) 
 

フルートとクラリネット、そしてスライドホイッスルのためのこの作品は、アンサンブル・フェーニックス・バーゼ

ルの委嘱によって書かれた。前者二つの楽器とスライドホイッスルとでは、当然ながらアドバンテージが異なる。例

えばフルートとクラリネットは楽器法の歴史の中で常に「正確な」音を作り出すように改良され、またアンサンブル

やオーケストラの中でもしっかりと主張できるような存在感を持ってきた。一方スライドホイッスルはそういう性質

の楽器でないことはいうまでもない。しかしこの作品においては、スライドホイッスルの唯一優れている機能―それ

はもちろん音を曲げられるということ―が時として他の二つの楽器を翻弄してしまうまでの力を持っている。 
 

□山本裕之                                http://japanesecomposers.info/ 
 

1967 年生まれ。1992 年東京芸術大学大学院作曲専攻修了。在学中、作曲を近藤讓、松下功の両氏に師事。これまでに第 58 回日本

音楽コンクール第 3位(1989)、現音作曲新人賞(1996)、BMW musica viva 作曲賞第 3位(ドイツ/1998)、武満徹作曲賞第 1位(2002)、

第 13 回芥川作曲賞(2003)受賞。作品は作品は Le Nouvel Ensemble Moderne、Ensemble Contemporain de Montreal、(以上モント

リオール)、Nieuw Ensemble(アムステルダム)、バイエルン放送交響楽団(ミュンヘン)、ルクセンブルク管弦楽団、東京フィルハー

モニー交響楽団など、国内外の演奏団体により演奏されている。演奏家や演奏団体、放送局等からの委嘱を受けて作曲を行ってい

る傍ら、1990 年より作曲家集団《TEMPUS NOVUM》に参加、2002 年よりピアニスト中村和枝氏とのコラボレーション《claviarea》

を開始するなど、様々な活動を展開している。2002 年第 51 回神奈川文化賞未来賞受賞。現在、愛知県立芸術大学准教授。 
 

 

■稲森安太己 / ノイエ・ターフェルムジーク (2009) 
 

きらびやかなロココ調の室内で行われる晩餐の席で、ふるまわれる豪華な料理に舌鼓を打ちながら、優美な音楽の

生演奏を堪能した時代への憧憬の音楽化。 
 

「早速ですが、今夜のメニューをご説明いたします。まず食前酒ですが、本日はお酒をお召し上がりにならないと伺っております

ので、ソーダをご用意いたしました。前菜は旪のキノコのソテー（のようなもの）です。たくさんありますので、おかわりもお申

し付けください。スープはコンソメです。シェフが時間をかけて丁寧にあくを取り、透き通っていて空気のような（本当に空気の

ような）食感に仕上げました。メインディッシュの 1 皿目はサーモンのグリエです。鮭で 1 番おいしいところは皮と言われます。

その皮の食感（触感）を最大限に引き出しました。肉料理はジゴのロティでお楽しみください。レアに焼きあげた柔らかい仔羊の

旨みが（じゅるじゅると）あふれます。デザートはカマンベール・チーズです。お好きなだけお取りしますので、食後の余韻を長

くお楽しみください。」 
 

メニューの解説に出てくる料理が給仕によって順に運ばれ、それぞれ違った方法で演奏される。もちろん実際に奏

されるのは本物の料理ではない。フランス料理ではトロンプ・ルイユという手法が使われることがある。見立て料理

とでも言うべきその技法は、楽器（や音具）を食材に見立てるという方法で応用された。 

私は創作において、洋の東西を問わず古い時代の音楽に強いインスピレーションをしばしば受けてきた。今回ター

フェルムジークを題材としたことも、その一つである。こういった関心の矛先は時にナイーヴな郷愁を匂わせること

がある。しかし私は自覚的にその道を歩んでいる。今や時間は人間を追い詰め、そのストレスは過去にはなかった形

で社会を歪めている。けれども私は、この時代に生き、創作するということを嘆くほどに感傷に浸っているわけでは

ない。このような時代だからこそ、芸術を享受する時間の流れ（あるいは単純に生活時間の枞組み）が現在とは異質

な時代を顧みることは今日的な意味を帯びていると感じており、それは私が音楽の創造を肯定的に積極的に行うため

の糧である。「ノイエ・ターフェルムジーク」はターフェルムジークの新しいスタイルを提案している。 
 

http://www.komp.jp/akiko_top.html
http://japanesecomposers.info/


□稲森安太己 
 

1978 年東京生まれ。東京学芸大学卒業、同大学院修了。作曲を山内雅弘、金田潮兒、川村めい子、ダニエル・ケスナーの各氏に師

事。2007 年武生作曲賞入選、武生国際音楽祭に招待作曲家として参加。2008 年ダルムシュタット夏期講習会に参加、イザベル・ム

ンドリー、マルコ・ストロッパらのレッスンを受ける。日本音楽コンクール第 1位および明治安田賞、現音作曲新人賞富樫賞、JFC

作曲賞、フリブール国際宗教音楽作曲賞入選、ハーレルベケ国際吹奏楽作曲コンクール第 3 位など。打楽器奏者とのコラボレーシ

ョンが多く、これまでにマリンバ奏者・高田直子、同・布谷史人、和太鼓奏者・大多和正樹の各氏から委嘱を受けており、また打

楽器のための作品のいくつかが Studio4Music 社（米）から出版されている。今秋からハノーファー音楽演劇大学に留学予定。 
 

 

■日野原秀彦 / 鵼・螺旋群翔 (2009) 
 

鵼。又は鵺。猿の頭、狸の胴体、虎の足、蛇の尾を持つ妖怪。ヒョ〜〜〜・ヒョ〜〜〜と気味の悪い声で啼く。 

スフィンクス。獅子の身体、乙女の美しい顔と豊満な乳房、鷲の翼を持つ怪物。謎解きを掛けては、人間を食いちぎる。 

古代、東洋にも西洋にも、現代の私たちには滑稽にも映る奇怪千万な姿形を持つ物の怪が存在し、恐れられ、そして

退治されていった。激戦の後、戦場は腐敗し始めた亡骸に溢れている。散乱する甲冑。折れた剣。血に染まった鏃。

穴の開いた兜。野営のためであろう錆びた鍋、壊れた釜、潰れた水筒、曲がった鉄串。 燻ぶり続ける焼け野原。 

静寂。 

王家の権力争いは拗れに拗れ、二人の血を分けた兄弟が一騎打ちをして乱戦に終止符を打つ。壮絶な戦いの末、兄は

弟を刺殺し、弟は兄の頭を打砕く。朝靄の立ち込める中、 肥えて脂ぎった鳥たちは、不吉な鳴声をあげ死骸に群がり、

手当たり次第肉を貪り食う。 

「ヒョ〜〜〜・ヒョ〜〜〜」 

長年の数々の悲惨な出来事の終結と思われたその惨絶な光景は、しかし、次の、もう一つの惨たらしい惨事の序章でしかすぎ

ない。理性と感性の究極の狭間で、一人の死のヒロインが宿命に立ち向かう。それは、正に現代の始まりを告げるのである。 

夏。怪談の季節。大花火が湿った空に打ち上がる。日本の濡れそぼった空気に染み込んでいる怨念の世界。 
 

□日野原秀彦                                    www.elastiko.org/hh/ 
 

東京藝術大学卒。シルヴァーノ・ブッソッティに師事。1991年、ヴェニス・ビエンナーレ現代音楽祭に於てソプラノと8楽器のた

めの《La vecchia del sonno【眠りの老婆】》を発表し、以降イタリアを中心に作曲活動を続けている。又、ピアニストとしても

室内楽及び現代音楽に重点を置き活動中。2000年にはローマ・オペラ座に於いて、S．ブッソッティのオペラ《ティエステ》初演

にソロ・ピアニストとして参加。同年、聖年を記念してイタリアの大詩人M．ルーツィに委嘱され、フィレンツェの大聖堂にて初

演された演劇作品《オプス・フロレンティーヌム》の音楽を作曲し注目を集める。イタリア各地にてD．ロンバルディ作曲の《21

台のピアノのための交響曲》を演奏。2007年、ローマ・オーディトーリアムにて、S．ブッソッティ作の室内オペラ《シルヴァー

ノ・シルヴァーノ》初演に参加、昨年9月にはミラノ・オルトレ現代演劇フェスティヴァルにて、G．ネグリの室内オペラ《婚礼の

日》を50年振りに復活再演し評判となる。ジャンルを超えた芸術活動の推進を図る現代音象スペース《エラスティコ》を主宰。 

近年の主要作品には、女声・ヴァイオリンとピアノのための《コンモス》、１４楽器のための《逆捲流水随》、３声と３クラリネ

ットのための《スタージミ》、２人の女声とピアノのための《プローロゴ》、ピアノのための《スパナの論理》、笙・箏・リコー

ダーのための《月夜の湾》等がある。 
 

 

■Alex Buess / KHAT (2003)     バスフルート（マイク付き）、電子音響効果を使った打楽器とライブエレクトロニクスのための作品 
 

これを作曲するにあたって、きわめて活動的な構造を生み出したかった。 

入り組んでいるけれどもシンプルなシンタクス（配列）と響きが同時性を持たせるという印象を与えるに至る。 

ひとつの《ことば》は対話から作られたものではなく、この作品の《ことば》は強烈な活気、 精神的な効率、 高め

られた注意（深さ）からくるものである。  
 

この曲は Ataxia, Tron, Metatron という３部から成り立っている。 

KHAT とは精神を攪乱する植物で古代文化ではトランスに用いた植物である。この作品はそのような連想をさせるもの

を持っている。 

この作品はクリストフ・ベッシュとダニエル・ブェスのために作曲された。 

 

□Alex Buess                                      www.alexbuess.com 
 

1954 年生まれの音楽家、作曲家、制作者、オーディオ技師。1992 年、バーゼル市音楽賞受賞、委嘱作品。1998 年、ロベルト・テ

ィル・デュアー財団賞受賞。これまでに Stephan Wittwer， Paul Schuetze， Kevin Martin， Peter Broetzmann，William Parker, 

Raoul Bjoerkenheim, Toshinori Kondo, Bill Laswell, Kevin Shields, Tim Hodgkinson, Michael Wertmueller 各氏と仕事をす

る。その他 ICE，God, Phantom City, the Bug, Sprawl, 16-17 らのグループと共演。 

数多くのアンサンブルのための作曲を手掛け、主にヨーロッパ各地で初演、演奏される。レクチャーの講師としても各地に招聘さ

れる。その他制作者、音響技師として録音（および演奏）にも携わる。 

 

==================================================================================================================== 

＜今後の予定＞ ＊会場は全て本日と同じ、杉並公会堂・小ホールです。 

eX.12 「モノドラマ《孤島のチェロ》」＊川島素晴による舞台作品を多井智紀により初演      2009 年 12 月 21 日（月） 

eX.13 「フランコ・ドナトーニの初演作品を集めて」＊没後 10 年を迎えるドナトーニを特集    2010 年 3 月 18 日（木） 


